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	C1qはプロ酵素C1rおよびC1sと会合して、血清補体系の第一成分であるC1を生成する。C1qのコラーゲン様領域はCa2+依存性C1r2C1s2プロ酵素複合体と相互作用し、C1qの球状頭部が免疫複合体中に存在するIgGまたはIgM抗体のFc領域と相互作用することで、C1が効率的に活性化される。C1qはプロ酵素C1rおよびC1sと会合して、血清補体系の第一成分であるC1を生成する。C1qのコラーゲン様領域はCa(2+)依存性C1r(2)C1s(2)プロ酵素複合体と相互作用し、C1qの球状頭部が免疫複合体中に存在するIgGまたはIgM抗体のFc領域と相互作用することで、C1が効率的に活性化される。
	研究分野
	神経科学、神経学プロセス、神経変性疾患、アルツハイマー病、免疫学、自然免疫、補体、古典的経路
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	ヒト血漿溶解物中の C1QB 発現のウェスタン ブロット分析。

